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２１ 学校図書館の活用と読書活動の推進 

 

（１）学校図書館とは 

「学校図書館」とは，小学校，中学校及び高等学校において，図書，視覚聴覚教育の資

料その他学校教育に必要な資料を収集し，整理し，及び保存し，これを児童又は生徒及び

教員の利用に供することによって，学校の教育課程の展開に寄与するとともに，児童又は

生徒の健全な教養を育成することを目的として設けられる学校の設備をいう(学校図書館

法第２条)。 

 

（２）学校図書館の機能 

① 児童生徒の「読書センター」及び「学習・情報センター」としての機能 

【「読書センター」としての学校図書館】 

   学校図書館は，児童生徒の創造力を培い，学習に対する興味・関心等を呼び起こし，

豊かな心を育む，自由な読書活動や読書指導の場である「読書センター」としての機

能を果たす。 

・ 自由に好きな本を選び，静かに読みふける場を提供する。 

・ 様々な本を紹介して，読書の楽しさを伝える。 等 

【「学習・情報センター」としての学校図書館】 

  学校図書館は，児童生徒の自発的，主体的な学習活動を支援するとともに，情報の

収集・選択・活用能力を育成して，教育課程の展開に寄与する「学習・情報センター」

としての機能を果たす。 

・ 図書館資料を使って授業を行う。 

・ 教室での授業で学んだことを図書資料で確かめ，広げ，深めたり，資料を集めて，

読み取ったり，自分の考えをまとめて発表するなどの学習活動を支援する。 

・ 利用指導等の取組を通じ，情報の探し方・資料の使い方を教える。 

・ 児童生徒が学習に使用する資料や，学習の成果物などを蓄積し，活用できるよう

にする。 等 

＊ 「言語活動の充実」や「情報活用能力の育成」「主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善」などが重視される中，学習指導要領（平成 29年度告示）におい

ても，学校図書館の活用について以下のようにその重要性が明記されている。 

 

 

 

 

② 教員のサポート機能 

   学校図書館は，教員のために図書館資料の収集・整理・保存，共用を行う施設でも

ある。教科指導のための研究文献や教師向け指導資料，教材として使用できる図書な

どを収集したり，レファレンスや取り寄せをしたりする等のサービスを行うことが求

学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，児童（生徒）の主体的・対話的で

深い学びの実現に向けた授業改善に生かすとともに，児童（生徒）自主的・自発的な学習

活動や読書活動を充実すること。【学習指導要領（平成 29 年度告示）総則 「第３ 教育課程の実施と学習評価」（7）】 
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められる。 

また，学校図書館の計画的な利用とその機能の活用は，各教科等を通じ，どの教員

にも求められるため，全ての教員は，指導の改善・充実のため，学校図書館の機能を

有効に活用するスキルを身に付けていく必要がある。 

 

③ その他の機能 

  【「居場所」の提供】 

   昼休みや放課後の学校図書館は，教室内の固定された人間関係から離れ，児童生徒

が一人で過ごしたり，年齢の異なる様々な人々との関わりを持ったりすることができ

る場となる。また，放課後，子供たちが安心して安全に過ごせる場でもあり，子供た

ちの「心の居場所」としての機能が期待されている。 

  【家庭・地域における読書活動の支援】 

   学校図書館を地域住民のための文化施設として活用する事例が増えている。家庭と

連携して読書活動を進める取組や放課後や週末に他校及び他校種の児童生徒や地域

の大人への開放など，地域における読書活動の核としての機能が期待されている。 

 

（３）読書活動の意義と近年の動向 

 読書は，言葉を学び，感性を磨き，表現力を高め，創造力を豊かなものにし，人生をよ

り深く生きる力を身に付けるために不可欠なものである。 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」の制定（平成 13年），「子どもの読書活動

に関する基本的な計画」の閣議決定（平成 14年）を受け，各地方公共団体においては，

子どもの読書の機会の提供，関係機関や民間団体等が連携・協力した取組の推進，社会的

気運醸成のための普及・啓発等の取組を推進することが求められている。 

 

（４）仙台市の取組 

 仙台市では，平成 16年 12月に「仙台市子ども読書活動推進計画」を策定し，様々

な施策に取り組んできた。平成 24年には第二次計画を策定し，以下のような一定の

成果が得られている。 

・「読書の時間」の取組が進み，特に「朝読書」が広く普及した。 

・市立図書館や市民センターなどにおいて，読み聞かせボランティアの養成講座や

おはなし会などが継続的に行われるようになった。 

・学校と市立図書館との連携が進み（仙台市図書館学校連携事業），図書館職員が

学校を訪問して行うブックトークや，授業や読書に活用する図書資料の学校貸出を

利用する学校が増えた。 

 しかし，小学校・中学校・高等学校と段階が上がるにつれ，読書から遠ざかる傾向

は改善されず，発達の段階に応じた読書週間の定着に向けた取組が求められている。 

 第二次計画策定後の社会の変化を踏まえつつ，第一次，第二次計画の成果と課題を

引き継ぎながら，平成 29年 1月に第三次計画が策定された。 

（参照サイト URL: https://www.city.sendai.jp/kyoiku-kikaku/kurashi/manabu/kyoiku/inkai/joho/shingikai/dokusho/sanji.html） 

計画の期間を平成 29年度から令和 3年度とし，「子どもが自ら読書を楽しみ，人

http://www.city.sendai.jp/kyouiku/soumu/plan-pdf/31_kodomodokusho-plan.pdf
https://www.city.sendai.jp/kyoiku-kikaku/kurashi/manabu/kyoiku/inkai/joho/shingikai/dokusho/sanji.html
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生をより深くより豊かに生きる力を身に付けることができる読書環境をつくる」こと

を目的とした取組が推進されている。以下は，「学校における読書推進の取組」につ

いての現状及び施策である。実践のための具体として押さえておく必要がある。 
 

① 市立学校の現状 

 従来から学校において，「読書活動」は，国語科をはじめとする各教科の学習や「総

合的な学習の時間」における調べ学習などで取り入れられている。仙台市においては，

教科等以外でも「読書の時間」や「読書まつり」等の全校一斉の読書活動がほとんどの

学校で実施されている。 

  また，学校図書館を支える人的環境整備のため，学校図書館法の規定によりほぼ 100％

の小中学校において「司書教諭」が配置されている。さらに学校図書館を司書教諭と協

力しながら運用する「学校図書事務員」が全市立小・中学校に２人体制で配置され，週

５日の開館及び長期休業中の開館を可能にしている。 

  学校図書館の運営に当たっては，保護者や地域住民ボランティアとの連携を図った取

組が進んでおり，おはなし会やブックトークなどのイベント及び「学校図書室等開放事

業」などにおいて，多くの学校がボランティアの協力を得ている。 

  市立図書館から授業や読書に活用する図書資料の貸出を受ける学校も年々増え，図書

資料を活用した授業実践が増えている。 
 

② 推進すべき施策 

 【読書に親しむ機会の提供】 

  ・学校図書館の利用を明確に位置づけた教育課程の編成 

・多様な読書活動（読み聞かせ・ストーリーテリング・ブックトーク・テーマ読書・

教科や総合的な学習における調べ学習など）の推進 

  ・全校一斉の読書活動の推進 

  ・読後の表現活動の充実 

  ・図書の紹介や読書量などの目安の設定 

 【読書環境の整備・充実】 

  ・「読書センター」「学習・情報センター」としての学校図書館の環境整備 

  ・学級文庫等の運営 

  ・蔵書の整備・充実 

  ・障害のある子供への支援 

  ・パソコンの整備や蔵書のデータベース化の推進 

  ・地域への学校図書館開放の推進 

  ・ボランティアの受入体制の整備 

  ・司書教諭への協力体制の構築，学校図書事務員のスキルアップ及び両者の連携強化 

  ・全教職員が読書の意義や重要性についての理解を深める研修機会の充実 

 【読書に関する理解の促進】 

  ・学校図書館の運営，環境づくり，子供の読書活動に関する実態などの情報共有 

  ・学校だよりや図書館だよりを活用した保護者への情報提供・啓発 

 


